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共焦点顕微鏡による共生大型有孔虫Amphisorus kudakajimensisの細胞内形態と石灰
化プロセスのライブ・イメージング
Live confocal imaging of cytoplasmic structure and calcification processes in Amphisorus
kudakajimensis
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有孔虫の殻形成メカニズムについては、これまで多くの研究報告がなされてきたが、細胞学的なアプローチの研究が
不足している。有孔虫のバイオミネラリゼーションを理解するためには、ライブ・イメージング技術を応用させ、殻形
成に必要なカルシウムイオンや石灰化に関わるタンパク質の挙動を明らかにすることで、バイオミネラリゼーションの
全貌を明らかにする必要がある。本研究では共生大型有孔虫Amphisorus kudakajimensisを用いたライブ・イメージング
を行い、有孔虫の細胞に様々な細胞透過型の蛍光プローブの導入に成功した。これにより基本的な細胞内形態の可視化
とともに、細胞内カルシウムイメージング法と薬理学的手法を併用することで、有孔虫の細胞内におけるカルシウムイ
オンの挙動を把握することができた。また、細胞膜不透過型の pH指示薬（HPTS）を用いることで、殻形成が行われる
場である有機基質基盤（Organic template）のアルカリ化（pH 9.0）と、糸状細胞の特定領域における酸性化 (pH 6.0)を
可視化することができた。
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